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0. はじめに 
 大田市は、石見方言地区に位置する都
市である。しかし大田市は三瓶山を境に
出雲市の西に隣接しているため、「石見地
方は東部の出雲市に近い大田市あたりに
多少出雲的なところがある（広戸・大原
1992: 225）」という記述もなされている。
本稿の調査で対象とした談話集には出雲
市出身の話者の談話も含まれていたが、
本調査では大田市出身の話者の談話のみ
を調査対象とし、調査対象とする方言も
広く石見方言とするのではなく大田市方 
                        言にしぼることとする。 
 
 島根県大田市方言（以下、大田市方言とする）では、「動詞（＋助動詞）/ 形容詞の終止
形＋ダ・デス」という形式（例：「乾カスダ」「生エヨッタデス」）が存在する。卒業論文で
は、当該形式の共起の状況を把握し、共通語の「のだ」の機能・性質をふまえて考察する
ことを目的とし、当該形式の終止形形式の把握を目的とした調査と当該形式に後接する助
詞の把握を目的とした調査を行った。本稿では、紙幅の都合上、後者の結果と考察のみを
取り上げる。 
 尚、表記方法について、特に断りのない限り、方言部分は漢字カタカナ混じりで表す。
先行研究から引用した例文の共通語訳は引用元の記述に従う。その他の例文の共通語訳、
例文番号、図表番号、下線、囲み線は筆者によるものである。 
 
1. 先行研究 
 大田市方言における「終止形＋ダ・デス」について詳細に記述を行っている文献は管見
の限り見当たらない。一方、日本語諸方言における繋辞動詞についての研究を行った白岩・
平塚(2009) では、島根県に当該形式が観察されることが確認されているほか、当該形式の
他の地域における研究としては、当該地域と同じ山陰の鳥取県の奥谷方言を扱った杉浦
(2004)がある。本稿ではこれらを参考文献として扱い、1.1.では白岩・平塚(2009)、1.2.では
杉浦(2004)を適宜まとめる。 
図 1: 島根県の方言区画図（神部 1982: 213、
大田市の位置の標示は筆者による） 
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1.1. 白岩・平塚(2009) 
 白岩・平塚(2009)は、日本語の諸方言にお
いて、ノダ文1のマークは準体的な形式（標準
語の「の」および方言形のガ、トなど）が行
う場合のほかに、繋辞動詞が直接付いて行う
場合の 2 パターンが存在することになるとし
た上で各地でノダ文を何で（繋辞動詞か準体
形式か）マークしているかを調査した。調査
結果によれば、島根では全 18 例中、繋辞動詞
でマークしている例が 17 例、準体形式でマー
クしている例が 1 例である。ノダ文を繋辞動
詞でマークする島根の例文を挙げる。 
 
 
(1)（前略） ドーモソレデアスコハノコトバガ イーダカワリダカソラシランワネ 
                     どうも、それであちらのほうのことばがいいのか悪いのかそれはわからないね。 
 
 図 2 で示す通り、繋辞動詞がノダ文のマーカーとしてはたらくのは、東日本から北陸に
かけてと山陰地方、香川であり、おおよそ語形がダの地域に重なるが、石川・愛知・香川
など、ジャ・ヤという語形の地点をもふくむ。一方、山陰・香川を除く近畿以西の地域で
は繋辞動詞がノダ文のマーカーとしてはたらくことはない。 
（白岩・平塚 2009: 88-90 要約） 
 
1.2. 杉浦(2004) 
 国立国語研究所(1982)中の「鳥取県八頭郡郡家町奥谷」を資料として扱った杉浦(2004)
は「動詞・助動詞の終止形＋デス」と「動詞・助動詞の連用形＋マス・マシタ」、「動詞・
助動詞の終止形＋ダ」と「動詞・助動詞の終止形」の分布を調べた。その分布の偏りが共
通語の「動詞・助動詞の終止形＋ノダ・ノデス」の分布の偏りと類似していることから、
「奥谷方言における『動詞・助動詞の終止形＋ダ・デス』は共通語の『動詞・助動詞の終
止形＋ノダ・ノデス』に相当する」という仮説を立てた。偏りが見られた 2 つの環境とそ
の分布の偏りは次のように述べられている。 
 
(i) 終助詞「ガ」の前 
 「終止形＋デス＋ガ」は 17 例見られたが「連用形＋マス・マシタ＋ガ」は 1 例のみであ
った。当該方言では「動詞・助動詞の終止形＋デス＋ガ」の終助詞「ガ」は「聞き手が知
                                                        
1 白岩・平塚 (2009) は「ノダ文」を「共通語の『ノダ』という形式」という意味で使用していると筆者
は考える。よって杉浦 (2004) の言う「ノダ」と同一の形式を表していると考えるが、本稿 1.1. 白岩・平
塚 (2009) 内においては、原文まま「ノダ文」と示すこととする。 
図 2: ノダ文を繋辞動詞でマークするか（白岩・平塚 2009: 88） 
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らない情報を知らせる」という機能を担っている。この「聞き手が知らない情報を知らせ
る」という機能は、共通語では「動詞・助動詞の終止形＋ノデス（＋ヨ）」が担っているも
のである。 
 
(ii) 疑問文と疑問文に対する答 
 疑問文では「連用形＋マス・マシタ」2 例、「終止形＋デス」3 例の両形が見られたが、
疑問文に対する答においては「連用形＋マス・マシタ」9 例に対し、「終止形＋デス」は見
られなかった。同様に、疑問文では「終止形」13 例、「終止形＋ダ」3 例の両形が見られた
が、疑問文に対する答えにおいては「終止形」4 例に対し、「終止形＋ダ」が見られなかっ
た。共通語で質問する場合には(2) (a), (b) のどちらも状況によっては使うが、答える場合
には (c) を使うのは稀、(a) の問いに対しても、普通 (c) でなく (d) で答える。 
 
(2) (a) 海に行ったんですか？  (b) 海に行きましたか？ 
     (c) ええ、行ったんです。  (d) ええ、行きました。                                   （杉浦 2004: 14） 
（杉浦 2014:12-15 より筆者が要約） 
 
2. 先行研究のまとめと問題提起 
 白岩・平塚(2009)は、日本語諸方言において共通語の「のだ」を何でマークするかを調
査した。その結果、島根県の方言では共通語の「のだ」を繋辞動詞でマークする傾向があ
ることを示した。繋辞動詞が共通語の「のだ」のマークとしてはたらく地域としては山陰
が飛び地となっているのが注目すべき点である。島根方言における「終止形＋ダ・デス」
について詳細に記述を行っている文献は管見の限り見当たらないため、島根県大田市方言
における当該形式の共起の状況を把握することは意義があると筆者は考える。 
 杉浦 (2004) は、鳥取県奥谷方言を対象に、一定の環境において「終止形＋ダ・デス」
と共通語の「終止形＋ノダ・ノデス」の分布を比較、検証することで「奥谷方言における
『動詞・助動詞の終止形＋ダ・デス』は共通語の『動詞・助動詞の終止形＋ノダ・ノデス』
に相当する」という仮説を立てた。当該形式と共通語の「のだ」の性質・機能についての
検討を行っている点が前述の白岩・平塚(2009)と異なる点である。分布の偏りが共通語の
「終止形＋ノダ・ノデス」の分布の偏りと同じとされた環境は 2 つに限られているが、共
通語の「のだ」との比較のため、同じ環境における分布の偏りを観察するという方法は参
考になる。 
 以上のことから筆者は、以下のような調査を行った。 
調査  1:「終止形＋ダ・デス」の終止形になりうる形式を整理し、その数を確認する 
調査  2:「終止形＋ダ・デス」に後接する終助詞を整理し、杉浦(2004)にならい、同じ
終助詞が後接する「終止形」及び「連用形＋マス・マシタ」の数を数え、分布の偏り
を観察する 
 
 本稿では、紙幅の都合上、調査 2 の結果のみ取り扱う。 
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3. 調査 - 分布の偏り 
3.1. 調査・集計方法 
 本調査は、大田市方言の「動詞（＋助動詞）/ 形容詞終止形＋ダ」（以下、「終止形＋ダ」）
と「動詞（＋助動詞）終止形＋デス」（以下、終止形＋デス）に後接する助詞のバリエーシ
ョンを明らかにし、同環境、すなわち同じ助詞の前に現れる大田市方言の「終止形＋ダ」
と「動詞（＋助動詞）/ 形容詞終止形」（以下、「終止形」）、「終止形＋デス」と「動詞（＋
助動詞）連用形＋マス・マシタ」（以下、「連用形＋マス・マシタ」）の分布の偏りを明らか
にすることを目的とする。以下に、対立する形式を示す。尚、表中では各形式を【】内の
省略形で表示する。 
 
【スルダ】 終止形＋ダ  【スル】 終止形 
【スルデス】 終止形＋デス  【シマス】 連用形＋マス・マシタ 
図 3: 調査で対立する形式 
  
 本調査で使用した資料は次の 3 つである。 
① 筆者が書き起こした談話（2012 年当時 40~80 代の大田市出身の男女計 9 名分） 
② NPO 法人 緑と水の連絡会議・島根県教育庁文化財課世界遺産室(2012)2 
           （2011 年当時 50~80 代の男女計 11 名の談話を収録） 
③ 三瓶山国立公園指定 50 周年記念事業実行委員会(2014) 3 
           （2013 年当時 70~90 代の男女計 13 名の談話を収録） 
 
 これらの 3 つの資料から「終止形＋ダ」及び「終止形＋デス」を抜き出し、その終止形
の形式を整理し、それぞれの数を数える。次に、抽出した各助詞の前に「終止形」及び「連
用形＋マス・マシタ」がどれくらい現れるかを数え、先に数えた「終止形＋ダ・デス」の
出現数と比較する。ただし「終止形＋ダ」に関しては①の資料のみで調査に十分と考えら
れる数が抽出できたため、「終止形＋ダ」は①のみ、「終止形＋デス」は①, ②, ③を調査対
象とした。 
 
3.2. 結果 
 本節では、調査の結果を述べる。卒業論文では「終止形＋ダ」及び「終止形＋デス」そ
れぞれについて結果を表で示し、分析・考察を行ったが、紙幅の都合上、本稿では前者の
みを扱う。 
 調査対象の談話より、「終止形＋ダ」は合計 96 例、「終止形」は 249 例抽出され、13 の
助詞の前に「終止形＋ダ」が現れることを確認した。それぞれの分布の偏りを観察し、調
                                                        
2 平成 23 年度島根県地域社会雇用創出共同事業の 1 つとして、石見銀山のある大森町在住の男女計 11 名
の石見銀山にまつわる話を録音・文字化して制作された。 
3 大田市と大田市に隣接する飯南町にまたがる国立公園三瓶山の国立公園 50 周年を記念し、お年寄り（大
田市在住）の三瓶山にまつわる話を録音・文字化して制作された。 
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査結果を「終止形＋ダ」に偏りが見られる助詞、「終止形」に偏りが見られる助詞、偏りが
見られない助詞の 3つに分類（表 1, 2, 3 後述する考察で主に扱う助詞は太字・下線で示す）
した。ガ、ケ、ケン、ニに関しては、文中に用いられる場合と文末に用いられる場合4があ
ったため、まずは前者を接続助詞、後者を終助詞として集計した。しかし分析の結果、文
中に用いられていても主節が見当たらず、かつ、省略されているとも考えられないものは
接続助詞から終助詞へ、文末に用いられていても倒置や繰り返しによって接続助詞が文末
に現れていると判断したものは終助詞から接続助詞へ分類し直した。尚、表中の数は修正
後の数字である。 
 
表 1: 「終止形＋ダ」に偏りが見られる助詞 
助詞 
【スルダ】の 
出現数 
【スル】の 
出現数 
分布の偏り 
【スルダ】 【スル】 
接続助詞ドモ 1 例 0 例 1  
接続助詞ニ 2 例 0 例 2  
終助詞ニ 21 例 5 例 16  
終助詞モノ（モン） 3 例 1 例 2  
 
表 2: 「終止形」に偏りが見られる助詞 
助詞 
【スルダ】の 
出現数 
【スル】の 
出現数 
分布の偏り 
【スルダ】 【スル】 
終助詞カ 3 例 14 例  9 
接続助詞ガ 8 例 34 例  26 
終助詞ガ 2 例 9 例  7 
接続助詞ケ 8 例 67 例  59 
接続助詞ケン 0 例 6 例  6 
終助詞ネ 2 例 7 例  5 
終助詞ノ 1 例 45 例  44 
 
表 3: 偏りが見られない助詞 
助詞 
【スルダ】の 
出現数 
【スル】の 
出現数 
分布の偏り 
【スルダ】 【スル】 
終助詞ケ 35 例 46 例  11 
終助詞ケン 2 例 2 例   
終助詞ヨ 8 例 13 例  5 
 
                                                        
4 ここでは当該形式のあとに句点がなく文が続く例を「文中」、あとに句点が付く場合を「文末」とする。
しかし調査対象の談話は筆者及び企画者により書き起こされたものであるためその客観性に問題がある。 
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3.3. 考察 
 当該方言の「終止形＋ダ」に後接する助詞について以下のように考察した。 
 
「のだ」と同じ分布を示す環境 
 以下の 2 つの環境（ムードの「のだ」5の前、終助詞モノ（モン）の前）において「終止
形＋ダ」は共通語の「のだ」と同じ分布の偏りが見られたと考える。 
 
【ムードの「のだ」の前】 
 筆者が調査の際に終助詞として集計していたノの前に現れる「終止形＋ダ」及び「終止
形」はそれぞれ 1 例、45 例であった。しかし「終止形」に後接するノのうち 41 例は野田
(2007)が言うところのムードの「のだ」の異形「の」であった。一方、ムードの「のだ」
の異形「の」は「終止形＋ダ」には後接していない。 
 
表 4: ノが後接する「終止形＋ダ」、「終止形」 
 【スルダ】 【スル】 
ムードの「のだ」 0 例 41 例 
終助詞ノ（詠嘆） 1 例 4 例 
合計 1 例 45 例 
 
 共通語でも「のだ」が重なることは稀であるため、「終止形＋ダ」にムードの「のだ」が
つかないことは共通語の「のだ」と共通する性質であると考える。 
 
【終助詞モノ（モン）の前】 
 調査の結果、終助詞「モノ（モン）」の前に現れる「終止形＋ダ」及び「終止形」はそれ
ぞれ 3 例、1 例であった。 
 
(3) ソレモナ 80 デ 死ヌルマデ 後ロツカマエトッテ、クドキシチャッタダモン。  
      ホンニ好キダッタダ。 
      「それも、80 歳で死ぬまで後ろをつかみながら、くどきをしてられたんだもん。 
          本当に好きだったんだ。」 
 
 日本語記述文法研究会編(2003: 271)によると、「共通語の終助詞『モノ』は、現在の状況
の背景説明として用いられることが多いため、『モノ』はノダとともに用いられることが多
い。」という。今回の調査で得られた用例を見ると、(3)では「（木田の格さんが）祭りでの
歌が本当に好きだった」ことの根拠として「80 歳で死ぬまで（祭りで）歌っていた」こと
                                                        
5 野田 (2007) は「のだ」を、スコープの「の(だ)」（前接する部分を名詞化して否定などのスコープに入
れる機能を持つ）とムードの「のだ」（説明などの意味を持たせるために用いられる）に二分している。 
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を示している。今回の調査で得られた例数は少ないため、当該方言の「モノ」が共通語の
「モノ」と同じように用いられていると特定することはできない。しかし背景説明として
用いられる「モノ」の前に現れやすいということは共通語の「のだ」に共通する特徴であ
ると考える。 
 
一つの助詞として定型化している形式 
 本調査で「終止形＋ダ」に分布の偏りが見られた助詞のうち、「終止形＋ダ」に後接する
接続助詞ドモ、終助詞ニは、ダと接続した形で一つの助詞として定型化しており、それゆ
えに「終止形＋ダ」に分布の偏りが見られたのではないかと考える。 
 
【ダドモ】 
 接続助詞ドモが「終止形＋ダ」に後接する例は 1 例のみであったが、調査資料中には、
次の(4)のように逆接の接続詞としてダドモが用いられる例が 1例見られた。このことから、
当該方言においてこのダドモは定型化しているのではないかと考える。 
 
(4) 2 回軍需工場ニ、徴用ガキマシタ。ダドモ、ワタシハ絶対行カン。 
      「2 回軍需工場に、徴用がきました。でも、私は絶対に行かない。」 
 
【終助詞ダニ】 
 終助詞ニの前に現れる「終止形＋ダ」及び「終止形」は、それぞれ 21 例、5 例であった。
「終止形＋ダ」やダッタにさらに、ダと終助詞ニが接続した形式（ダニ）が後接する例が
見られた。このことから、当該方言においてこのダニは一つの終助詞として定型化してい
るのではないかと考える。 
 
(5) （最近の祭りには人が集まらないという話を受けて） 
           ソガナラ祭リノ日休マンデイイノニ、祭リニ参ルガタメニ海マデ休ムダダニ。 
          「それなら祭りの日は休まなくていいのに、祭りに行くために海まで休むんだよ。」 
 
個々の例で「のだ」と共通する性質が観察された助詞 
 分布の偏りからは共通語の「のだ」に共通する特徴は見られないものの、個々の例を見
ると「終止形＋ダ」が共通語の「のだ」と同じ性質を示している環境（前置きの接続助詞
ガ）があった。野田 (2007: 172) によると、共通語のムードの「のだ」を含む前置きの「の
だが」は、話し手が聞き手は従属節の事態を知らないと見なしたときに用いられるという。
本調査で得られた前置きの接続助詞ガの前に現れる「終止形＋ダ」は 1 例を除く 2 例、「終
止形＋デス」は全 3 例が、話し手が聞き手は従属節の事態を知らないと見なしている文脈
で用いられている。 
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4. おわりに 
 本稿において、大田市方言における「終止形＋ダ」について明らかになったことを以下
にまとめる。 
 
A) 終助詞モノ・モンの前、ムードの「のだ」の異形である「の」の前において、当該方
言の「終止形＋ダ」は共通語の「のだ」と同じ分布の偏りを示す。 
B) 接続助詞ドモ、終助詞ニはダと接続した形で定型化している可能性がある。 
C) 前置きの接続助詞ガの前では「終止形＋ダ」は共通語の「のだ」と同様の性質を示す。 
 
 今後、当該方言の「終止形＋ダ・デス」の性質・機能の整理を進める上での課題は、大
きく 2 つに分けられると考える。1 つ目は、「終止形＋ダ・デス」形式の定義に関する課題
であり、2 つ目は共通語の「のだ」との対照に関する課題である。 
 1 つ目として、具体的には、本稿で定型化していると述べたダドモやダニのダを「終止
形＋ダ」のダと同様のものと判断して良いのかという問題がある。ダニのダは「のだ」よ
りも共通語の「よ」などの終助詞と近い性質を示しているようにも感じられる。2 つ目と
しては、今回の調査で得られなかった文脈（先行研究で分布の偏りが見られるとされた応
答文など）における当該方言の「終止形＋ダ・デス」の出現数や、今回は把握できなかっ
た接続詞（背景説明に用いられる「つまり」、「要するに」など）との共起の状況を確認す
ることで整理を進められるのではないかと考えている。 
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